
みんなでつくる本をつうじた交流空間

駅の本棚
ちーたん文庫



JR谷川駅

福知山線と加古川線の
乗り継ぎ駅



今年は加古川線100周年





待合室に「まちライブラリー」を作ったら
どうか？

谷川駅を通勤で25年以上利用

図書館に勤務

「まちライブラリー」を見たことがあった



まちライブラリーとは

「本」を通じて「人」と出会うまちの私設図書館

場所をつくって、呼びかけてみんなで本を持ち寄る

自宅や店舗、病院、学校、駅などの公共施設、商業施設など
に設置されている

おとなも子どもも利用できて、本をつうじて交流できる

駅を利用する人もしない人も、ホッとできる空間に

地域の活性化、JR加古川線の活性化にもなるのでは？



「ちーたん文庫」、準備スタート！

久下自治振興会にアイデアを持ち込む

久下自治振興会・丹波市・JRとの調整

待合室に2台本棚を設置できることに！

丹波市キャラクターから「ちーたん文庫」と命名



地域の力が集まって、準備が進む

文庫に賛同してくださった人の輪がひろがる

「ちーたん文庫FRIENDS」誕生

地元木材で製材から製作した、手描き看板

みんなが集まる森をイメージしたメッセージボード

手作りブックエンド、壁掛け、しおり、苔玉など









本を持ち寄る

絵本やマンガ、小説、
エッセー、実用書など
約300冊

汚れを取ったり、シー
ルを貼ったりして準備



活動資金

丹波市社会福祉協議会の補助金を申請

「ふくしほっとプロジェクト」



本棚もリサイクル







準備完了！



2024年7月8日 オープン記念式典



居心地よい空間を保つ

日々の見回り、清掃

本の整頓・展示、追加や入替

貸出カードの管理

季節ごとの飾りつけやグリーン（苔玉）の入替









貸出・返却

読みたい本を自由に選ぶ

用紙に名前（ニックネーム
でもOK）と本のタイトル
を書いて、ボックスに

返却期限なし

読み終わったら本棚にもど
すだけでOK



利用状況

2024年7月～10月合計

貸出150件 175冊

（1月平均 43.75冊）

待合室で、読んでおら
れる方も多数



メッセージノートも設置



ノートのメッセージや感想の声

とっても良い雰囲気になった

加古川線乗り継ぎの時間待ちに1冊読ませてもらいました

懐かしい絵本があってほっこり

毎月、ここで本を読むのが楽しみ、ここは私のカフェなんで
す



中学生がちーたん文庫に参加！



これからの展開・・・

中学生のメンバーと一緒に活動

新しい本の選書や入替

おすすめ本の紹介やイベントなど

全国のまちライブラリーとの交流も
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